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平成３１年第１回定例会 

施政方針に対する代表質問通告一覧表 
 

会派名（氏名） 番号 質 問 事 項 質 問 の 具 体 的 な 内 容 
１．自由民主党・

無所属の会 

 （根岸 聡彦） 

 

 

 １  総括として ① 尾崎市長のオリジナリティについて 

 ア 市長には市政運営においてリーダーシップが

求められ、それを発揮しながら政策の実現に邁

進されるものと思料いたしますが、尾崎市政の

これまでの８年間において、市長自らの強い思

いによって実現に至った施策にはどのようなも

のがあり、その成果についてはどう評価されて

いるのでしょうか。 

 イ その８年間の取り組みの結果を踏まえ、様々

表明されました平成３１年度の施策において、

特に尾崎市長の独自性が発揮される施策には、

どのようなものがあるでしょうか。また、それ

ら施策に対する市長の思いとしては、どのよう

なものがあるでしょうか。 

② 取り巻く情勢について 

 ア 方針の中では、引き続き国や東京都と連携し

て施策を推進していく必要があると述べておら

れましたが、平成３１年度においては、どのよ

うな連携を考えているのでしょうか。 

 イ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック

競技大会に向けて、様々な準備があちこちで進

められておりますが、東大和市が、世界的なイ

ベントにより発生する様々な効果の恩恵を得る

ために、何が必要であり、どのようなことをし

ていこうとお考えなのでしょうか。 

 ウ 東京都の施策として「賢い支出で自立的な都

政改革を推進」と述べられておりましたが、こ

れを東大和市に置き換え、「賢い支出で自立的な

市政改革を推進」とした場合、平成３１年度の

支出については、特にどのような点に留意して

いるのでしょうか。 

    

  ２ 平成３１年度の重要

施策について 

① 子ども・子育て支援施策の充実について 

 ア 「日本一子育てしやすいまちづくり」を更に

推進するために、「（仮称）子ども・子育て憲章」

の制定に取り組むとのことですが、制定の取り

組みにあたり、どのような方法で進め、どのよ

うな人間に関わってもらうつもりなのでしょう

か。また、市民並びに市政にとって、どのよう

な位置づけになることを目的としているのでし 

ょうか。 

 イ 国による保育無償化への動きについて、今後

の動向を注視していく必要があるとのことです

が、市はその影響をどのように捉えているので

しょうか。また、どのような施策を実践してい

く、お考えなのでしょうか。また、平成３１年

度において取れる対策というものはあるのでし 

ょうか。 

 ウ 東大和市社会福祉協議会で実施している「さ 
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（自由民主党・ 

  無所属の会） 

  わやかサービス」を「ファミリー・サポート・ 

センター」として拡充することにより、今まで 

できていなかったことのうち、どのようなこと 

ができるようになるのでしょうか。また、その 

ことにより、どのような成果が期待されるので 

しょうか。 

 エ 民間機関の「共働き世帯にとって子育てしや

すい街」に関する調査で、平成２８年には全国

主要都市と都内の区市を含めて第４位になり、

平成２９年には第３位になりましたが、残念な

がら平成３０年は２１位と順位が後退しました。

平成３１年度は、順位の向上を目指して更なる

取り組みの充実を図ってもらいたいと考えます

が、予定している取り組みを実施した場合、順

位が下がった要因を改善することは可能である

とお考えでしょうか。 

② 教育施策の充実について 

 ア 第二次学校教育振興基本計画に関し、第一次

計画における成果と反省点をどのように総括し、

それを新しくスタートする計画の中で、どのよ

うに活かそうとしているのでしょうか。 

 イ 小・中学校の体育館の空調機器の設置につい

て、前向きに検討するとのことですが、どのよ

うな検討が必要であり、実施に向けた条件とし

て、どのようなことが必要であると考えている

のでしょうか。 

 ウ 小・中学校のトイレの洋式化について、全て

が完了するまでのスケジュールをどのように組

まれているのでしょうか。 

③ 健康・福祉施策の充実について 

 ア 健康寿命の延伸につきましては、今までも様 

々お取り組みをいただいていると思いますが、 

今後の取り組みの検討とは、何をどのようにし 

ていこうとされているのでしょうか。 

④ 環境施策の充実について 

 ア 狭山緑地を市民及び市外から訪れる方々に楽

しんでもらうための施策としては、具体的な記

述はありませんが、平成３１年度で新たに考え

ていることはないでしょうか。また、４市１町、

西武・狭山丘陵パートナーズと当市で実施して

いる「狭山丘陵観光連携事業」を推進するとと

もに、民間企業等との連携による市の魅力を高

める観光事業を推進するとのことですが、「狭山

丘陵観光連携事業」において、平成３１年度新

たな取り組みを行うのでしょうか。また、連携

する民間企業については決まっているのでしょ

うか。 

 イ 廃棄物の減量について、二ツ塚最終処分場へ

の焼却灰の搬入を配分量以下に抑えるための施

策として、具体的にどのようなことに取り組ん

でいく必要があるとお考えでしょうか。 

 ウ 受動喫煙については、基本方針を定めるとの

ことですが、受動喫煙防止条例や、禁煙条例と

いった条例の制定については、どのようにお考

えでしょうか。 
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（自由民主党・ 

  無所属の会） 

  ⑤ 市の魅力を高める施策の充実について 

 ア シビックプライド醸成事業を清瀬市と連携し

て実施するとありますが、具体的にどのような

連携をし、何を行っていこうとしているのでし 

ょうか。 

 イ シティプロモーションの取り組みとしては、

シビックプライドの醸成の他、認知度の向上と

スタッフプライドの醸成があると思いますが、

そちらに対する取り組みで具体的に何か考えて

いることはないでしょうか。 

    

  ３ 平成３１年度に取り

組む主な施策について 

① 「豊かな人間性と文化をはぐくむまちづくり」

について 

 ア オリンピック・パラリンピック教育の充実に

関する具体的な内容と、それによって得られる

効果をどのように考えておりますでしょうか。 

 イ オリンピック・パラリンピック競技大会の気

運醸成に向けた取り組みとして、どのようなこ

とを行っていこうと考えているのでしょうか。

また、その取り組みにより、どのような効果を

期待するのでしょうか。 

 ウ 現在、特別公開のみの（仮称）東大和郷土美

術園をどのように位置づけ、どのように運用し

ていこうとしているのか、その将来展望につい

てお聞かせください。 

② 「健康であたたかい心のかよいあうまちづくり」

について 

 ア 自殺対策計画の準備に対するスケジュール感

は、どのようになっているのでしょうか。 

 イ 東大和総合福祉センター は～とふるとの連

携状況について、過去における連携としてどの

ようなことを行っており、どのような成果があ 

ったと認識されているでしょうか。また、平成 

３１年度において、更に強化していくべき点と 

しては、どのようなものがあるのでしょうか。 

 ウ 歩道のバリアフリー化に関し、平成３１年度

に進めていこうとしているエリアや長さについ

ては、どのように考えているでしょうか。また、

歩道のバリアフリー化を進めるためには、いく

つかの条件をクリアしなければなりませんが、

その条件の緩和を検討することは考えられない

でしょうか。 

③ 「暮らしと産業が調和した活力あるまちづくり」

について 

 ア 都市農業の振興につきましては、毎年同じよ

うなことが述べられていながら、目に見える成

果が出ていないのではないか、というのが正直

な実感なのですが、平成３１年度において、ど

のような成果を出していこうとお考えなのでし 

ょうか。 

 イ 農業者が農産物の品質や生産量を向上させる

ための事業に対し、引き続き支援を行っていく

とのことでありますが、その具体的な施策はど

のようになっているのでしょうか。また、地産

地消の観点から、市内での消費をどのように位 
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（自由民主党・ 

  無所属の会） 

  置づけ、どのような方向に持っていこうとして 

いるのでしょうか、具体的な施策について伺い 

ます。 

 ウ 商業の振興について、以前から商店街の活性

化ということが言われております。「活気ある商

店街づくり事業」の具体的な取り組み内容と、

その総括がどのようになっているのか伺います。

また、平成３１年度において、新たに取り組む

施策としては、どのようなものを考えているの

でしょうか。 

 エ 観光事業の推進につきましては、過去から様 

々お取り組みいただいておりますが、毎回出て 

くるのが、「うまかんべぇ～祭」と「観光ボラン 

ティア」であります。それ以外の取り組みとし 

て何か考えていることはないのでしょうか。ま 

た、民間企業との連携による、市の魅力を高め 

る観光事業とは、具体的にどのような事業を展 

開しようとしているのでしょうか。 

④ 「環境にやさしく安全で快適なまちづくり」に

ついて 

 ア 空き家対策における実態調査につきましては、

以前から行われているものと思料いたしますが、

その進捗状況と今後のスケジュール感も含めた

展望は、どのようになっているのでしょうか。

また、空き家の活用について、具体的に検討が

進んでいる施策としては、どのようなものがあ

るでしょうか。 

 イ 防災に関し、地域防災計画について、どのよ

うな検証を行って、改定をしていく予定なので

しょうか。 

 ウ 東日本大震災を風化させない取り組みとして、

防災フェスタが挙げられておりますが、それ以

外に市として取り組んでいこうというものはな

いでしょうか。 

 エ 廃棄物の減量について、ペットボトルの回収

量の削減に向けた取り組みを行っていくとのこ

とですが、店舗に戻す以外の何か新たな事業を

スタートする予定があるのでしょうか。また、

資源物を含めた、可燃、不燃、粗大ごみ、それ

ぞれに対する縮減の目標値の設定については、

どのように考えているのでしょうか。 

⑤ 「相互の理解と協力に支えられるまちづくり」

について 

 ア マイナンバーカードの普及促進については、

過去の一般質問の中で、マイナンバーカードの

利便性を高め、カードを持つことによる特典の

付与について検討をするとなっていたと思いま

すが、その後の検討状況と今後の施策は、どの

ようになっているのでしょうか。 

 イ 職員の協働への理解促進を深めるための研修

とは、どのようなことをやってこられたのでし 

ょうか。また、その研修に対する成果をどのよ 

うに評価しているでしょうか。また、今後、更 

にどのような点で活かしていきたいとお考えな 

のでしょうか。 
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（自由民主党・ 

  無所属の会） 

 ４  適性な行財政運営の

実現について 

① 効率的でスリムな行財政運営の実現について 

 ア 公共施設等のあり方について、総量の見直し

や配置の見直しについての検討は「公共施設等

総合管理計画」に基づき、実施されると思いま

すが、平成３１年度にはどの程度まで検討を進

める予定なのでしょうか。また、配置の見直し

とは、具体的にどのような検討を行い、そのこ

とによって期待される効果として、どのような

ものがあるのでしょうか。 

 イ 市有地の利活用については、以前より検討が

進められてきているものと思われますが、今ま

で検討がなされなくて、平成３１年度に新たに

検討を開始するようなものとして、どのような

ものがあるのでしょうか。 

 ウ 市民自治の向上について、具体的にどのよう

なビジョンを描いているのでしょうか。 

２．公明党 

 （中間 建二） 

 １ 市長の市政運営にお

ける基本姿勢について 

① 尾崎市政２期８年の実績と総括について、どの

ように認識をしておられるか。 

② ３期目に挑戦されるのであれば、これまでの実

績を踏まえ、どのような課題に取り組まれるのか。 

    

  ２ 公明党として求めて

きた重要施策について 

① 防災拠点としての学校施設の整備と体育館への

エアコン設置にどのように取り組まれるのか。 

② 通学路や公園等への防犯カメラの設置拡大につ

いて、どのように取り組んでいかれるのか。 

③ 日本一子育てしやすいまちのシンボルとなる公

園整備について、どのように取り組んでいかれる

のか。 

④ 市内で発生している児童虐待等への緊急調査の

実施、子ども家庭支援センターと学校や警察等の

関係機関との連携調整や情報共有を図るシステム

構築に取り組む考えは 

    

  ３ 市長が示された重要

施策について 

① 子ども子育て支援施策の充実について 

 ア 「（仮称）子ども・子育て憲章」について、条

例制定を含めて、どのような構想をお持ちなの

か。いじめや児童虐待を未然に防ぐ対策につい

て、どのように反映させていかれるのか。 

 イ 谷里保育園の増築や都有地を活用した保育施

設の整備について、また、公立狭山保育園のあ

り方については、どのように検討されているの

か。保育士の処遇改善と保育士不足対策、待機

児童解消の見通しはどのようになっているのか。 

 ウ 学童保育およびランドセル来館の利用者の見

込みと放課後子ども教室との一体的な運用につ

いての取り組みは 

 エ ファミリー・サポート・センターによって、

子育て支援の充実にどのような効果が見込まれ

るのか。 

 オ 子育て世代包括支援センターの設置の見通し

はどうか。 

 カ 発達障害の早期発見・支援と発達支援システ

ムの構築には、どのように取り組んでいかれる

のか。 
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（公明党）   ② 教育施策の充実について 

 ア いじめ対策を総合的に推進するための新たな 

条例制定に、どのように取り組んでいかれるの 

か。 

 イ 小中一貫教育とコミュニティ・スクールの推

進について、どのように取り組んでいかれるの

か。 

 ウ 学校トイレの洋式化について、新年度の整備

内容はどのようなものか。中学校への設置拡大

と全体的なトイレ改修計画の策定にも取り組ん

でいくべきではないか。 

 エ 日本一子育てしやすいまちとしての図書館の

あり方について、また、子どもの読書環境の充

実、開館日、開館時間の延長には、指定管理者

制度の導入を含めて、どのような検討を行って

いるのか。 

③ 健康・福祉施策の充実について 

 ア 各種がん検診、特定健診、特定保健指導の拡

充と健康づくりカレンダーの活用については、

どのように取り組まれるのか。 

 イ 成人歯科検診の事業効果と口腔がんの早期発

見対策について伺う。 

 ウ 東大和元気ゆうゆうポイント事業について、

対象年齢の拡大等の拡充の見通しは 

 エ 認知症の早期発見・支援の取り組みに、認知

症ケアプログラム、認知症初期集中支援チーム

は、どのように活用していけるのか。 

④ 環境施策の充実について 

 ア 衛生組合のリサイクルセンター稼働に向けて、

近隣住民の不安を払拭する取り組みは、どのよ

うに行っていくのか。廃棄物減量化の具体策と

して、資源物の店頭回収の拡大には、どのよう

に取り組んでいかれるのか。 

 イ ごみ袋の値段の引き下げを含めた、さらなる

負担軽減、不法投棄の温床となっている資源物

ステーションの廃止について、どのように取り

組んでいかれるのか。 

 ウ 第二次緑の基本計画において、緑と水のネッ

トワークの構築等の事業展開と桜の植え替えや

新たな植樹については、どのように取り組まれ

るのか。 

 エ 受動喫煙防止対策としての屋外公衆喫煙所は、

どこに、どのようなものを設置するのか。また、

ポイ捨て禁止条例の制定も検討していくべきで

はないか。 

⑤ 市の魅力を高める施策の充実について 

 ア まち・ひと・しごと創生総合戦略の進行管理

と新総合計画策定には、どのような関連性を持

たせるのか。 

 イ 清瀬市とのシビックプライド醸成事業の詳細

な内容について伺う。 

    

  ４  平成３１年度に取り

組む主な施策について 

① 子育てひろばの拡充について、児童館内での開

催日や時間等の詳細な内容と周知のあり方につい

ての検討状況は 
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（公明党）   ② 子育て支援に係る情報冊子について、読みやす

さ、分かりやすさの工夫と「日本一子育てしやす 

いまちづくり」への市民の理解が進むような内容 

になるのか。 

③ レセプトデータを活用した糖尿病等重症化予防

やジェネリック医薬品利用促進の強化と慢性閉塞

性肺疾患等の新たな取り組みの強化について、ど

のように取り組まれるのか。 

④ 歩道の段差解消等のバリアフリー化について、

予算の確保や優先順位はどのように検討されてい

るのか。 

⑤ 狭山丘陵観光連携事業による狭山丘陵や多摩湖

の魅力の情報発進と民間企業との連携にどのよう

な事業展開を行うのか。 

⑥ 観光事業における鉄道駅周辺と観光資源をつな

ぐレンタサイクルの活用の検討は進んでいるのか。 

⑦ 歴史的アプローチで地域振興を図るため、村山

郷にゆかりのある太田道灌をＮＨＫ大河ドラマの

主人公に推薦する取り組みについても協力してい

くべきではないか。 

⑧ 都市計画道路３・４・１７号桜街道線の無電柱

化と、交通渋滞緩和の対策としての右折レーンの

設置、桜の植樹等について、どのように取り組ま

れるのか。 

⑨ 自転車等の交通ルールやマナー向上の具体策に

ついて、また、自転車ナビマークの設置拡大につ

いて、どのように取り組んでいかれるのか。 

⑩ 地域防災計画の改定において、マイ・タイムラ

インの普及、スフィア基準の採用、地区防災計画

の策定、液体ミルク等の災害備蓄品の増強等の検

討も進めるべきではないか。 

⑪ 防災マップの修正と洪水等ハザードマップの作

成には、どのように取り組まれるのか。 

⑫ 局地的集中豪雨対策として、空堀川流域での総

合的な対策や向原都有地での雨水貯留槽の整備の

具体化について、どのような見通しを持っている

のか。 

⑬ 青色回転灯パトロールカーによるパトロールの

強化と「動く防犯カメラ」としてのドライブレコー

ダーの活用に、どのように取り組んでいかれるの

か。 

⑭ 納税管理および徴収補助等業務委託について、

徴収事務の効率化、収納率の向上と歳入確保対策

として、どのような効果が見込まれるのか。事務

の効率化と経費縮減の観点から、他の窓口サービ

スへの拡大の見通しはあるのか。 

⑮ 公共施設等総合管理計画の推進について、公共

施設の再配置計画や個別施設計画の策定に、どの

ように取り組んでいかれるのか。 

⑯ 未利用地となっている市有地、都有地、国有地

の利活用について、どのように取り組んでいかれ

るのか。 

３．興市会 

 （大后 治雄） 

 １  重要施策について ① 子ども・子育て支援施策の充実について 

 ア 「（仮称）子ども・子育て憲章」の制定準備の 

スケジュール等詳細を伺う。 
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（興市会）    イ 「（仮称）子ども総合プラン」の策定スケジュ 

ールと、「子ども・若者計画」「子どもの貧困対 

策計画」の詳細を伺う。 

 ウ ベビーシッター利用支援事業の詳細を伺う。 

 エ 学童保育の充実に関し、放課後子ども教室及

び教育委員会は、今までどのような連携が図ら

れていたのか。また、今後どのような連携が図

られるのか、具体的な取り組みを伺う。 

 オ 「さわやかサービス」を「ファミリー・サポー

ト・センター」として拡充することに関し、子

ども家庭支援センターの役割と連携を伺う。ま

た、高齢者見守りネットワーク「大きな和」の

見守り対象の拡大に関し、期待する効果を伺う。 

 カ やまとあけぼの学園の老朽化対策に関し、今

後のスケジュール等詳細を伺う。 

② 教育施策の充実について 

 ア 適応指導教室の機能強化モデル事業の詳細を

伺う。 

 イ 中学校全校に新たに特別支援教室を開設する

ことに関し、各校の受け入れ人数と職員体制を

伺う。 

 ウ 旧日立航空機株式会社変電所の保存等に関し、

ふるさと納税の現在までの総額を伺うとともに、

今後のスケジュールを伺う。 

③ 健康・福祉施策の充実について 

 ア 「健幸都市宣言」の期待する効果を伺うのと

併せて、今後の取り組みを伺う。 

 イ 今まで養成した介護予防リーダーの人数と実

際に活動されている人数、そして、今後の介護

予防リーダーの活動の支援の詳細を伺う。 

 ウ 「東大和元気ゆうゆうポイント事業」に関し、

実施状況と課題について伺う。 

④ 環境施策の充実について 

 ア 「花づくりが楽しめる公園」事業の詳細を伺

う。 

 イ 廃棄物の減量と適正処理に関し、食品ロスを

減らす具体的な取り組みを伺う。 

 ウ 受動喫煙防止の推進に関し、市民への周知と

駅周辺の屋外公衆喫煙所以外での喫煙の禁止等、

取り組みを伺う。 

⑤ 市の魅力を高める施策の充実について 

 ア まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る、人

口減少の抑制に向けた施策の実施に関し、具体

的な取り組みを伺う。 

 イ シビックプライド醸成事業の詳細を伺うのと

併せ、清瀬市とどのような連携が図られるのか

伺う。 

 ウ 市制５０周年事業の基本方針や実施期間等の

詳細を伺う。 

    

  ２ 主な施策について ① 保健・医療の充実について 

  「自殺対策計画」の意義と期待する効果を伺う。 

② 障害福祉の推進について 

  「東大和市総合福祉センター は～とふる」に 

おける事業に関し、各事業の詳細及び利用状況、 
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（興市会）   また、市内事業所とどのような連携が図られてい 

るのか伺う。 

③ 児童福祉の推進について 

  新たに開設される６か所の児童館での子育てひ 

ろばに関し、開催日程と受け入れ人数、そして、 

人員体制について伺う。 

④ 都市農業の振興について 

  農業及び農地の保全に関し、具体的な取り組み 

を伺う。 

⑤ 観光事業の推進について 

過去７回開催されたグルメコンテストで、東大 

 和市の魅力発信にどれだけ効果が得られたのか伺

う。また、年々来場者が増加しているが、警備体

制の強化の取り組みを伺う。 

⑥ 道路・交通の整備について 

  コミュニティ交通の進捗状況と今後のスケジュ 

ールを伺う。 

⑦ 防災・防犯体制の推進について 

  地域防災計画への女性の視点の反映等を伺う。 

⑧ 人権尊重・男女共同参画社会の確立について 

  ワーク・ライフ・バランスの推進に向けた環境 

整備が必要と考えるが、当市の取り組みを伺う。 

⑨ 共に支えあう地域社会の確立について 

  東大和ボランティア・市民活動センターの活動 

内容と利用状況を伺う。 

４．日本共産党 

 （尾崎 利一） 

 

 １ 市民の暮らしむきに

ついて 

① 市政運営の基本に据えられるべきは市民の暮ら

しの実態だと考えます。市長は、内閣府の月例経

済報告を引いて、「景気は緩やかに回復している」

「個人消費は持ち直しの動きが見られる」としま

した。しかし、各種世論調査では、国民の実感は

全く違っています。景気回復を「実感している」

は８％から１７％に対し、「実感していない」は６

６％から７８％です。日本共産党が昨年秋に取り

組んだアンケートでも、この１年で暮らしが「良

くなった」は２％、「苦しくなった」は５４％とな

りました。２月８日に発表された家計調査でも、

実質家計消費は５年連続でマイナスです。市民の

暮らし向きについての認識を間違えると市政運営

を大きく誤ることになります。東大和市の地域経

済の現状と市民の暮らしの実態について、市長の

認識を伺います。 

    

  ２ 消費税１０％増税な

ど国や東京都の施策に

ついて 

① 国の来年度予算案について、市長は、「経済再生

なくして財政健全化なし」「消費税引き上げによる

経済への影響の平準化」との言葉を引用していま

す。日本経済の６割を占めるのは家計消費であり、

暮らしの向上なくして経済の再生もないというこ

とについて市長の認識を伺います。 

② 政府の家計調査では、消費税８％増税前の２０

１３年平均で３６３万６千円だった実質家計消費

が２０１８年には３３８万７千円と２５万円も落

ち込んで回復できていません。複数税率の導入や

キャッシュレス決済によるポイント還元などの国

の経済対策自体がかえって地域の商店の経営に悪

影響を与えかねないとの懸念の声も聞かれます。 
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（日本共産党）   この状況で１０％への消費増税を行えば、経済再 

生どころか、経済も暮らしも壊されてしまうこと 

は明らかではありませんか。市民の暮らしを守る 

立場から、１０月の消費税増税に反対すべきだと 

考えますが、いかがですか。 

③ 市長は「国や東京都の施策は、わが国が直面す

る少子高齢化や人口減少等の大きな課題に対応し

ていくものであり、市といたしましても、引き続

き国や東京都と連携して施策を推進していく」と

述べました。国や都の施策や財源を市民のための

施策に活用するのは当然です。しかし、国は社会 

保障の当然増分の削減など社会保障の切り捨てを 

続けており、こうした動向には反対を表明すると 

ともに、市民の暮らしを守るための対抗策を施す 

べきですが、いかがですか。 

    

  ３ 国民健康保険税の６

年連続値上げや下水道

使用料値上げなど市民

負担増について 

① 国民健康保険について、市長は「医療費の適正

化に努めるとともに、保健事業の一層の推進を図

ることで、財政健全化に努め、安定的な運営に取

り組む」と述べました。しかし、国民健康保険税

の６年連続値上げ、来年度についても６．０８％、 

約１億円の値上げについて全く触れていません。 

これだけの値上げ計画を施政方針で述べないという 

のは、不誠実であると考えますが、いかがですか。 

② 医療費の適正化と保健事業の推進によって財政

を健全化するとされていますが、昨年４月の値上

げの際にも、来年度値上げの算定の際にも、市の

いう「赤字」削減策は国保税の値上げだけで、医

療費適正化や保健事業による、つまり市の努力に

よる「赤字」削減額は１円も算定されていません。

施政方針でこう述べるのであれば、医療費適正化

や保健事業による「赤字」削減額を明確に示すべ

きですが、いかがですか。 

③ いまでもサラリーマンの１．７倍も高い国民健 

康保険税の６年連続値上げはやめるべきです。２ 

月２０日の衆院予算委員会で、安倍首相は、「国保 

は運用によっては命にかかわることは事実だ」と答 

答弁しました。市長の認識を伺います。 

④ 公共下水道ストックマネジメント基本計画が明

らかにされました。下水道管の更新費用に、２０

２０年度から、年平均２億６千万円の事業費がか

かるとしています。市は、下水道使用料の値上げ

で財源をつくるとしています。２年半前に３０％、

２億６千万円の値上げがされたばかりで大変な負

担となります。「日本一子育てしやすいまち」を標

榜する東大和市にふさわしくないと前回は見送ら

れた学童保育所育成料の値上げ、公民館有料化な

ども検討されています。市民の暮らしが厳しさを

増すなかで、市民負担増路線はやめるべきですが、

いかがですか。 

⑤ 都内で一番高い家庭ごみ有料袋の値下げについ

ては、多くの市民の声です。新たなごみ減量施策

に使うと説明していた５，１００万円のうち４千

万円以上が使われていません。大幅に値下げすべ

きですが、いかがですか。 
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（日本共産党）  ４ 重要施策及び主な施

策について 

① 保育園の定員拡大や不妊治療等助成の拡大、フ 

ァミリー・サポート・センターへの拡充などの取 

り組みを評価します。市長は、保育需要について 

「市の環境整備を上回る動きが見られる」としま 

した。認可保育園の一次選考結果はどうなってい 

るのか、昨年と比べてどうなのか、伺います。ま 

た、市は、昨年３月には、「認可保育園は新設しな 

い」という方針の見直しを表明しました。保育需 

要との関係で認可保育園新設についての考えを伺 

います。 

② 「個に応じたきめ細かな授業」のためにも、教

員の働き方改革のためにも、当面、３５人以下学

級を全学年で実施するよう、国や東京都に求める

べきですが、いかがですか。 

③ いじめ防止等のための条例制定を検討するとさ

れました。日本共産党は、いじめに関する法制化

にあたっては、（１）いじめは人権侵害であるとい

うこと。（２）憲法と子どもの権利条約をふまえ、

子どもは、いじめられずに安全に生きる権利をも 

っていること。（３）学校及び教育委員会をはじめ 

とする行政の、子どもに対する安全配慮義務。（４） 

教育の自主性を大切にしながら、子どもの命最優 

先でいじめに機敏に集団的に対応する学校の責務。

（５）いじめる子どもへの対応の基本を、いじめを 

しなくなり、人間的に立ち直るための、徹底した 

措置とケアとすること。（６）隠蔽を根絶するため 

に、被害者、遺族等の、真相を「知る権利」を保 

障すること。（７）いじめ被害者に対する医療・教 

育のための予算措置、「３５人学級」の完成、養護 

教諭などの増員など、行政に教育諸条件の整備を 

義務付けること。（８）重篤ないじめのケースに対 

応する、国レベルの「いじめ防止センター」（仮称） 

を設立することを提案しています。法律や条例で 

子どもに命令したり義務を課したりするものであ 

ってはなりません。いじめる子どもに厳罰を科す 

ものであってはなりません。いじめ問題の当事者、 

関係者から意見を聞き、広い視野をもって取り組 

むべきですが、いかがですか。 

④ 学校施設の環境整備の諸施策を評価します。中

学校全校への新たな特別支援教室開設にあたって、

十分な環境整備を求めますが、いかがですか。ま

た、日本共産党が要求してきた体育館へのエアコ

ン設置について前向きに検討するとされています

が、検討状況について伺います。 

⑤ 戦災建造物の保存などの平和施策を評価します。

市の施設などを通じた憲法パンフレットの市民へ

の無料配布について、施策の拡充を求めますが、

いかがですか。 

⑥ 昨年２月１５日に図書館協議会の答申が出され

ました。開館日や開館時間等の見直しについては、

指定管理者制度は導入せず、市の直営の下で、優

先順位をつけて取り組むよう求めるものです。答

申を尊重し、直営の下でサービス拡充を図るよう

求めますが、いかがですか。 

⑦ 格差・貧困対策の要のひとつは、命と健康を守 
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（日本共産党）   ることです。１８歳以下の医療費無料化、７５歳 

以上の半額助成制度創設を求めますが、いかがで 

すか。また、後期高齢者医療制度保険料軽減特例 

の来年度からの見直しで、均等割９割軽減が８割 

軽減に、負担が倍増されようとしています。中止 

を求めるとともに、市としての負担軽減策を求め 

ますが、いかがですか。 

⑧ ちょこバスへのシルバーパスの導入を求めます

が、いかがですか。運賃を１００円に戻すととも

に、東京街道団地など高齢者が多い地域や交通不

便地域などへの迅速な対策が必要と考えますが、

いかがですか。 

⑨ 運動広場や特養ホーム、保育園分園や知的障害

特別支援学校建設など、市内の使われていない国

有地や都有地の市民のための活用が大きく動き出

しているのはいいことです。市有地も含め、必要

な福祉施設やスポーツ施設等の整備のためにフル

活用するよう求めますが、いかがですか。 

    

  ５ 適正な行財政運営に

ついて 

① ＮＴＴ、東京ガス、東京電力の大企業３社だけ

に道路占用料を約２，５００万円引き下げたのは

間違いだと考えます。元に戻すとともに、更なる

増収を図るべきですが、いかがですか。 

② 東大和市が年間２，８００万円ほど負担してい

る、都バス梅７０系統の地元自治体負担には合理

性がないことが明らかになりました。東京都と協

議し見直すべきと考えますが、いかがですか。 

③ 納税管理及び徴収補助等業務委託により、市民

の学歴、病歴、婚姻歴、犯罪歴や家族関係など、

広範な個人情報を民間事業者が扱うことになりま

す。民間委託の中止を求めますが、いかがですか。 

④ 納税管理及び徴収補助等業務委託や公共施設の

維持管理包括委託など、これまでの市の計画にな

かった事業を突然補正予算で提出するといった乱暴

な議会対応を正すよう求めますが、いかがですか。 

５．やまとみどり 

（床鍋 義博） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １  平成３１年度の重要

施策について 

① 子ども・子育て支援施策の充実については、尾

崎市長が推進しております「日本一子育てしやす

いまちづくり」に関しての一連の施策が一定の効

果を上げていると評価をさせていただきます。し

かし、子育てに力を入れる地方自治体が増える中、

相対的にその順位が下がってきているのではない

かと思います。他の自治体と差別化を図り、また、

市民にわかりやすい方法で周知宣伝をしていかな

ければならないと思いますが、具体的な施策を伺

います。また、放課後の子どもたちの居場所づく

りの更なる充実を図るということでしたが、居場

所づくりは、場所だけ確保すれば良いというもの

ではなく、安全かつ子どもたちが健やかに育つ環

境づくりが重要です。そのためには、地域の住民

の皆さんの協力が不可欠と考えますが、市長の見

解を伺います。 

② 教育施策の充実については、やまとみどりとし

て図書館を初めとする公共機関における学習スぺ 

ースの必要性を継続的に訴えてきました。市の努 

力もあり、現在は小中学校の長期休暇の際に、図 
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（やまとみどり） 

 

  書館２階の会議室の開放が行われております。し 

かしながら、常時学習できるスペースは未だ十分 

ではありません。学習スペースとは、いつ行って 

も使える状態にしてこそ、効果が出てくるもので 

あります。また、その利用方法についても、水筒 

や蓋つきのペットボトルの持ちこみや、グループ 

で学習できるような最近の学習スタイルに合致し 

た環境を整える必要があると考えます。この点は 

昨年度の代表質問と同様の趣旨ですが、教育施策 

の充実を図るからには、どうしたら実現できるの 

かという点をお聞きしたいと思います。こういう 

理由でできませんという答弁は結構です。利用者 

が少ない、要望が少ないという受け身の姿勢で 

は、忙しい受験生などの声なき声を拾い上げるこ 

とは難しいと考えます。一歩先取りする位の施策 

が必要と考えますが、市長の見解を伺います。ま 

た、市の文化財である旧日立航空機株式会社変電 

所について、平和の象徴として世界へ発信してい 

くべき貴重な戦災建造物であり、平和を学ぶとい 

う点において重要な教育施設であります。この施 

設の見学について、市内の全小中学校での取り組 

みについて伺います。 

③ 環境施策の充実についての中の廃棄物の減量と

適正処理については、市民に対し「マイバッグ 資

源を入れて お買い物」というキャッチフレーズで

協力を促すということであります。やまとみどり

では、代表者質問や一般質問でも廃棄物となって

しまう容器包装を生産・流通段階で削減させるよ

う生産・流通業者に削減を求めていく拡大生産者

責任を取り上げ、これを推進するよう市にも要望

しておりました。これを市内の業者に対して、ど

のように協力を求めていくのか、その具体的な施

策を伺います。容器包装プラスチックについては、

世界的な潮流としてその使用を禁止する自治体が

増えております。かねてより、このような流れに

なることも想定し、廃プラ処理施設建設について

様々な理由により凍結するよう要望してまいりま

したが、残念ながら現在その施設は完成間近であ

ります。今後、容器包装プラスチックの全体量が

減った場合、その処理費用についての負担はどう

なっていくのか、少なくとも外注の場合であれば、

その量に応じて減ると考えますが、この点につい

て市長の見解を伺います。 

    

  ２  平成３１年度に取り

組む主な施策について 

① 生涯学習の充実についての中の郷土博物館事業 

について、プラネタリウム投影機を最大限に生か

すということが挙げられました。郷土博物館には、

国内でも有数であるメガスターという素晴らしい 

投影機が常設されております。しかし、その宣伝

が十分にできていないように思われます。市外は

おろか、市内でもその価値が十分に伝わっていな

いことは、非常に残念なことです。この点におい

て、どのような施策を行っていくのかを伺います。 

② 青少年の健全育成についてですが、昨今、児童

虐待の報道が多くされ、非常に痛ましい事件も起 
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（やまとみどり） 

 

  こっております。学校・家庭・地域や関係機関と 

の連携が重要でありますが、これまで、それは行 

われてきたことと承知しております。望まれる対 

策は、行政が勇気をもって、もう一歩踏み出すこ 

とではないでしょうか。子どもの命を守るため、 

平成３１年度に取り組む具体的な対策を伺います。 

③ 障害者福祉の推進について、地域福祉の拠点と

して整備した東大和市総合福祉センター は～と

ふるについては、地域で長く活動する福祉関係者

からは、利用しにくいといった声もあることも事

実です。総合福祉センターとしての役割を果たす

ため、福祉関係者を初めとする市民の期待に対し

て、どのような指導を行っていくのかを伺います。

また、職員の退職や異動が相次ぎ、サービスの低

下につながっているとの苦情も寄せられております。

現在、必要な職員が足りているのかどうかについ

ても伺います。 

④ 地域福祉の推進について、歩道のバリアフリー

化の推進が謳われております。当市は未だ歩道の

狭いところも多くあり、バリアフリー化も含めた

整備が喫緊の課題です。そのような中、向原の都

有地について東京都から特別支援学校建設の要望

があり「市としては住宅建設を求めていく」とい

う説明が議会においてもされております。この質

問は、昨年度の代表質問から引用しました。市は、

やまとみどりの中野議員の一般質問でも同様の答

弁を繰り返しておりました。しかし、今年になっ

て東京都が特別支援学校を東大和市に設置すると

いうことを発表いたしました。これまでの市の答

弁、また、市議会に対する情報提供と全く違った

形となっております。この点について伺います。 

⑤ 都市農業の振興については、直売所の周知や市

役所、駅前、東京街道団地集会所などで行われて

いる地元農家の直売についての支援や周知などに

ついて具体的な対策を伺います。 

⑥ 良好な住宅環境の形成について、建築物の耐震

改修を促進していくとあります。市内には、新耐

震基準が定められた１９８１年以前に建設された

建物も多く、特に芝中住宅は１９７０年代に建設

され、住民の方からは耐震について非常に不安が

あるとの声も聞かれております。このような住宅

に対して、どのような耐震対策をしていくのかを伺

います。 

⑦ 緑の保全・創出については、市有地の他、都有

地、国有地の空き地の活用について具体的な施策

を伺います。 

⑧ 防災・防犯体制の推進については、一時避難所

への集中を避けるためにも高層マンションでの籠

城という方法も考えられ、自助という観点からも、

これを推進していくことが有効な対策の一つと考

えられます。しかし、そのためにはトイレの対策

が重要になっております。マンホールトイレにつ

いては、その実用の可能性を秘めておりますが、

大量の水が必要となるなど、マンションの管理組

合だけでは対応できないことも考えられます。こ 
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（やまとみどり）   れに対しては、市の支援が必要であると考えます 

が、いかがでしょうか。また、局地的集中豪雨な 

どによる雨水対策では、先ほど述べた東京都が計 

画する特別支援学校において、その地下に雨水貯 

留施設の建設をすることを要望してはどうかと、 

かねてよりやまとみどりでは主張しておりました。 

 この点について市長の見解を伺います。 

⑨ 平和事業については、先ほど教育の項目で述べ 

た旧日立航空機株式会社変電所を活用した平和施 

策には、市民との協働が不可欠です。市には観光 

ボランティアや施設保存のために活動する団体や 

市民有志が数多く存在しますが、これらと協働し 

ていくことについて市の見解を伺います。 

    

  ３  新年度の予算編成に

ついて 

① 新年度予算編成については、情報公開の推進と 

説明責任の徹底を図り、市民の理解と信頼を得る、 

ということを述べられておりました。先ほどの特 

別支援学校の件にしても、廃プラ処理施設建設に 

ついても、これらのことが適正に行われていたと 

は思えない状況であります。市長の施政方針とし 

てのこの言葉は非常に重いもので、市長は当然の 

ことながら、市職員の皆様におかれましても、こ 

の情報公開の推進と説明責任の徹底を図り、市民 

の理解と信頼を得るという事を念頭に置いて、日 

々の市政に反映させていただきたいと思いますが、 

この点について市長の見解を伺います。 

６．無所属 

 （実川 圭子） 

 １ 子ども・子育て支援

施策の充実について 

① いじめ防止のための条例と同時に、児童虐待防

止、またＬＧＢＴ、障がい、外国人受け入れに伴

い増えると予想される外国籍の子などの差別の撤

廃も含めた、あらゆる子どもたちのための条例が

必要だと考えるが、いかがか。 

    

  ２  高齢者保健福祉の推

進について 

① 高齢者福祉計画や介護保険事業計画に基づき事

業を進めるとのことだが、実施するために必要な

介護スタッフ確保をどのようにするのか、市の取

組みを伺います。 

    

  ３ 児童福祉の推進につ

いて 

① 児童館６か所での子育てひろばについて、人員

体制も含めて、どのように環境を整えていくのか

伺います。 

    

 

 

 ４  廃棄物の減量とリサ

イクルの推進について 

① 廃棄物の減量を進めるには、リサイクルに加え

て、必要のないものは使わないリデュースを進め

る必要があるが、特に使い捨てプラスチック使用

を減らす取組みについて伺います。 

    

  ５ 環境の保全について ① 「人と自然が調和した生活文化都市」としては、

再生可能エネルギーの活用についての取組みを加

速すべきと考えるがいかがか。また、情報収集と

研究を行っていくとされたが、実際に活用するの

をいつ頃と考えているのでしょうか。 

    

  ６  人権尊重・男女共同

参画社会の確立につい

て 

① ＤＶ被害者の避難先の確保や転入転出時の他市

との連携などＤＶ被害に対する支援や防止策につ

いて伺います。 
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